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男性 女性 不明 合計
1年 33 50 0 83
2年 20 54 0 74
3年 27 51 1 79
4年 25 56 0 81






















































































に参加している同級生：χ2 (1) ＝7.87, p <0.01，家












＋　p <.10　　　*　 p <.05　　**　 p <.01　　
数値は度数．（　）内は高学年群および低学年群に占める割合
伝える場所 伝える第三者 抵抗なし 抵抗あり 合計 χ2（df=1）
実習先で
１　『同じ病院で実習に参加している同級生』 2.20
低学年群 73 63 136（53.7） （46.3） （100）
高学年群 65 80 145（44.8） （55.2） （100）
2　『実習先の指導担当の先生』 0.63
低学年群 104 43 147（70.7） （29.3） （100）
高学年群 113 38 151（74.8） （25.2） （100）
3　『学内の実習担当の教員』 0.21
低学年群 91 46 137（66.4） （33.6） （100）




低学年群 72 67 139（51.8） （48.2） （100）
高学年群 50 92 142（35.2） （64.8） （100）
5　『実習に行っていない大学の友人』 0.45
低学年群 34 94 128（26.6） （73.4） （100）
高学年群 32 107 139（23.0） （77.0） （100）
6　『学内の実習担当の教員』 1.83
低学年群 84 49 133（63.2） （36.8） （100）
高学年群 76 62 138（55.1） （44.9） （100）
電話やメールも含む
7　『学内の実習担当以外の話しやすい教員』 0.09
低学年群 58 69 127（45.7） （54.3） （100）
高学年群 61 78 139（43.9） （56.1） （100）
8　『親しくしている学外の友人』 3.52+
低学年群 45 88 133（33.8） （66.2） （100）
高学年群 33 107 140（23.6） （76.4） （100）
9　『家族や恋人』 8.00**
低学年群 70 67 137（51.1） （48.9） （100）




低学年群 9 138 147（6.1） （93.9） （100）
高学年群 7 143 150（4.7） （95.3） （100）
11　『不特定多数の人』 0.12
低学年群 3 146 149（2.0） （98.0） （100）
高学年群 4 149 153（2.6） （97.4） （100）
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表3　学年の高低と伝達行為の実行に関わる判断との関連
＋　p <.10　　　*　p <.05　　**　p <.01
数値は度数．（　）内は高学年群および低学年群に占める割合
伝える場所 伝える第三者 伝える 伝えない 合計 χ2（df=1）
実習先で
１　『同じ病院で実習に参加している同級生』 0.01
低学年群 77 77 154（50.0） （50.0） （100）
高学年群 80 78 158（50.6） （49.4） （100）
2　『実習先の指導担当の先生』 0.25
低学年群 120 35 155（77.4） （22.6） （100）
高学年群 126 32 158（79.7） （20.3） （100）
3　『学内の実習担当の教員』 0.38
低学年群 109 46 155（70.3） （29.7） （100）
高学年群 106 52 158（67.1） （32.9） （100）
実習先以外の場所で
4　『同じ病院で実習に参加している同級生』 4.53*
低学年群 76 76 152（50.0） （50.0） （100）
高学年群 58 95 153（37.9） （62.1） （100）
5　『実習に行っていない大学の友人』 0.94
低学年群 38 114 152（25.0） （75.0） （100）
高学年群 32 125 157（20.4） （79.6） （100）
6　『学内の実習担当の教員』 2.03
低学年群 96 57 153（62.7） （37.3） （100）
高学年群 86 71 157（54.8） （45.2） （100）
電話やメールも含む
7　『学内の実習担当以外の話しやすい教員』 0.45
低学年群 66 88 154（42.9） （57.1） （100）
高学年群 61 95 156（39.1） （60.9） （100）
8　『親しくしている学外の友人』 5.07*
低学年群 55 99 154（35.7） （64.3） （100）
高学年群 38 120 158（24.1） （75.9） （100）
9　『家族や恋人』 5.60*
低学年群 80 72 152（52.6） （47.4） （100）




低学年群 11 140 151（7.3） （92.7） （100）
高学年群 6 152 158（3.8） （96.2） （100）
11　『不特定多数の人』 0.01
低学年群 5 145 150（3.3） （96.7） （100）





















いる同級生：χ2 (1) ＝4.53, p <0.05，親しくしてい
る学外の友人：χ2 (1) ＝5.07, p <0.05，家族や恋人：
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Abstract
　The purpose of this study was to investigate the differences to be found in the ethical judgment of university 
students on cofidentiality depending on the length of their practical training in clinical psychology at medical 
institutions．
　317 university students studying to become psychotherapists were asked to participate and responded to the 
questionnaire. We made 11 conditions with a place and a person to disclose information to disclosed by Patient A．
We compared 2 groups of participants grouped according to their length of training as to whether they would be 
reluctant to disclose information and whether they would actually disclose it or not．
　The results were as follows. There were conditions that showed no differences based on the length of training, 
conditions where ethical judgment was possible without training and conditions in which the length of training in 
clinical psychology determined their ethical judgment.
　In the future, further empirical research should be conducted to produce an education with the most effective 
program for teaching professional ethics.
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